How kind, hLOW i ひ ir stie .w ひ s, hLaw 

good, 

I c ひ ntiol; tell you. If I could. 

You too would love hier. 

I-rocter„:T11e sailor Boy" . 



ミス、 プロ ク トルの mle Seiilor rooy, と 

いう 詩 を 読みまして、 一 方なら ず 感じ まし 

た。 どうか その 心 持 をと 思って 物語ぶ りに 

書 綴って 見ました が、 元より 小説な どい う 



別荘 をお 建てに なって、 毎年 秋の 木の葉 を 鹿が がさつ 

かせる という 時分、 大したお 供 揃，" で 猫 犬 や 馬 を 率せ 

てお 下りに なつたん です。 いらっしゃれば 大概 二週間 

位 は 遊興 をお 尽し なさって、 その 間 は、 常に 寂 そりし 

てる 市中が 犬そう 賑 にな るんで す。 お帰りの あと は 

きえ 

いつも 火の 消た ようです が、 この 時の 事 は、 村の もの 

の 一年中の 話の種に なって、 あの 時 は ドウであった、 

コゥ であった のと 雑談が、 始終 尽 ない 位でした。 

僕 はま だ少 さかった けれど、 あの 時分の 事 はよ く覚 

い で さ き ぶ れ 

えてい ますよ。 サァ お出 だとい うお 先 布令が あると、 

むかしかたぎ たいまつ て われさき 

昔 堅気の 百姓た ちが 一 同に 炬火 を ふり 輝ら して、 我 先 



きびしき かけあい 

のにせ い」 という 厳 敷お 掛合 があって 涙ながら にお 請 

をな さつてから は 今の 通り、 やん 事な き 方々 と 居並ぶ 

御身 分と おなりな さった の だそう です。 ところが あの 

ちょ-つじよう 

通り この 上 もない 出世 をして、 重畳の 幸福と 人の 

う ら や な さ 

羨む にも 似ず、 何故か 始終 浮 立ぬ ようにお くらし 成 

るのに 不審 を 打 もの さえ 多く、 それの みか、 御 寵愛 を 

重ねられる 殿に さえろ くろく 笑顔 をお 作りな さるの を 

見 上た 人 もない とか、 鬱陶し そうにお もてなし なさる 

そば つ き 

は、 お 側の チン も 子爵 様 も 変った 事 はない とお 附の女 

もうし くちさが 

中が 申た とか、 マァ とりどりに 口 賢な く 雑談 をし ま 

うわさ きき 

した。 徳蔵 おじが こんな 噂 をす るの を 聞で もしょう 



ると 初めは 少しし か 見えなかった 星が 段 だんい くら も 

ち よ うど 

いくら も 見えて 来ます ネィ。 丁度そう いうよう に、 ぼ 

んゃリ おぼえて る あの 時分の こと を考 うれば 考える ほ 

ど、 色々 新しい こと を 思 出して、 今 そこに 見えたり 聞 

えたり する ような 心 持が します。 いっか フト 子供心に 

浮んだ こと を、 たわいなく 「ァ ノ坊 なん ぞも、 若さ ま 

のように 可愛らしく なりたい」 といい ましたら、 奥様 

が 妙に 苦々 しい 笑いよう を 為って、 急に 改ま つて、 きつ 

ぱ りと 〔# 「きっぱりと」 は 底本で は 「きっぱりと 匕 「マ ァ 

ぼう は、 そんな こと を 決してい うのじゃありません よ、 

坊は やっぱり そのままが わたしに は 幾ら 奶 のか 知れぬ、 



坊の その 嬉しそうな 目 付、 その まじめな 口元、 ひとつ 

あかんぼう きれい 

も 変えたい 処 はありません よ。 あの 赤坊は 奇麗 か は 

知りません が、 ァノ従 四 位 様のお 家筋に 坊の 気高い 器 

量に 及ぶ 者 は 一人 もありません。 とにかく 坊は ソック 

リ そのまま、 わたしの 心に は、 あの 赤ん ぼうよりか、 

だれよりか 可愛く ッ てなら ない の だよ」 と 仰 有って、 

少し だまって いらっしゃ ると 思ったら 泣 出して、 r 坊 

よ きき なす 

はね 能くお 聞よ。 先にお なくなり 為って、 遠方の 墓に 

埋られ てい らっしゃる 方に、 似て るの だよ。 ぼう もね 

その 方の 通りに、 寛大して、 やさしく ッて、 剛勇くな つ 

ておくれよ」。 こう 聞いて 訳 もな く 悲しくな つて、 す 



おぐ し しずく したた きづか 

頭髪から は 冷た い I 卞が 滴って いて、 気遣わしげ なお 

みうごき 

眼 は、 涙に うるんで いました。 身 動 をな さる 度 ごとに、 

あた て 

辺り を 輝ら すよう な 宝石が おむ ねの 辺 やおぐ しの 中で、 

ピカピ 力して いるの は、 なんでも どこかの 宴会へ お ^3 

になる 処 であった のでしょう。 奥 さまの 涙が 僕の 顔へ 

ほほ おつ 

当って、 奥様の 頰は 僕の 頰に 圧つ いている 中に 僕 は 熱 

の 勢 か 妙な 感じが ムラ ムラと 心に 浮んで、 「ァァ く 

おつか さんが 生て いらっしゃれば 1^ いに ねえ」 という 

のを徳 蔵お じが 側から 「だまって ねる だァ よ」 といい 

ました ッ けが、 奥様が 「坊 はわた しが 床の 側に 附 てい 

て 上れば おんな じじ やない か」 とおつ しゃった の を、 
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